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北京オリンピックに沸いた暑い夏休みが終了しました。夏休みは、課外や部活動、

それに、ボランティア活動等で充実した日々を過ごせたことと思います。そして、全

員無事に、２学期を迎えられたことを喜びたいと思います。

さて、 を、２つ紹介します。今年の夏休みの思い出

全日本吹奏楽コンクール山口県大会

～ Ｃ部門で銀賞獲得！～

去る８月２日（土 、下関市民館で、第２回山）

県総合文化祭、第４７回全日本吹奏楽コンクール

山口県大会が開催されました。式典や野球の応援

などの学校行事で、校歌や様々な楽曲を演奏して

くれる吹奏楽部は、年に一度のこのコンクールを

めざして、毎日遅くまで練習に励んできました。

その成果が実り、今回の受賞となりました。

部員の皆さん、顧問の先生方、そして指揮者の

北村先生、お疲れ様でした！！！

中学生体験入学

～ 在校生がアピール ～

登校日、生徒の皆さんには１時間かけて学校

をきれいにしていただきましたが、その翌日、

８月２０日（水 、本校をめざす中学生を迎え、）

体験入学が行われました。学校紹介や体験学習

では、在校生が活躍、暑い半日でしたが、参加

した中学生の皆さんには大変好評でした。

暑い中、お手伝いいただいた在校生の皆さん、

。本当にありがとう！来年もよろしくお願いします

～本気になれるものを見つけて
～実り多い秋を！（校長先生から）

今夏は、ほとんどの部活が大変よく頑張っていたと思います。どの部活もその前

向きな姿勢をぜひ続けてください。２学期のスタートにあたり、皆さんに２つのこ

とをお願いしたいと思います。

１つ目は、１日の大半を占める授業に今まで以上に真剣に取り組んで欲しいとい

うことです。我々も、皆さんが「わかった 「できた」と感じられるよう、よりよ」

い授業づくりに向けて頑張ります。

２つ目は、いろいろな行事や部活に積極的に挑戦して欲しいということです。

様々な体験活動を通して、友達と協力して一つのことを成し遂げたり、責任もって

自分の役割を果たしたりするなど、相手の立場を思いやる心やルールを守る姿勢を

身につけて、今よりも一回りも、二回りも成長して欲しいと思います。

なんでもいいからさ 本気でやってごらん

本気でやれば たのしいから 本気でやれば つかれないから

相田みつを「本気」から）つかれても つかれが さわやかだから（

、 。皆さんが 本気になれるものを見つけて実り多い秋を迎えてくれることを期待します

▲とくぢ夏祭りでの演奏風景



～本校へ感謝状☆速報☆

～山口市社会福祉協議会から

夏休みも終わりに近づいたある日、山口市の社会福祉協議会から嬉しい通知があり
ました。本校の日頃のボランティア活動である施設訪問や地域行事への参加等の功績
により、本校に対して感謝状を贈呈するというものです。１０月２５日に山口県総合
保健会館で開催される贈呈式には、本校を代表して校長先生が出席されます。

～子どもと適切に
かかわるために～

思春期は、子どもから大人への過渡期であり、一生のうちで最も多感な時期です。
心と体の成長がアンバランスで、時には思いもよらない行動に走るようなケースも見
られます。
子どもと適切にかかわるための５つのポイントを紹介しますので、参考にしていた

だきますようお願いします。

＜保護者の皆様へ＞ 御質問・御意見等ございましたら遠慮なく本校（教頭）
へ御連絡ください （ＴＥＬ０８３５－５２－１３１１）。


